2008年度　化学Ⅰ－第2問－問4

【問題】
　次の記述（ア・イ）のような電気分解と電池に関する実験を，3種類の金属（A～C）としてCu，Pt，Znを用いて行った。下の問い（a・b）に答えよ。
ア　金属Aを陰極および陽極に用いてCuSO4水溶液を電気分解したところ，陽極で気体が発生した。
イ　金属Bおよび金属Cを希硫酸に浸して電池をつくったところ，金属Bが正極となった。

a　金属（A～C）として最も適当な組合せを，次の①～⑥のうちから一つ選べ。

	
	A
	B
	C

	①
	Cu
	Zn
	Pt

	②
	Cu
	Pt
	Zn

	③
	Zn
	Cu
	Pt

	④
	Zn
	Pt
	Cu

	⑤
	Pt
	Zn
	Cu

	⑥
	Pt
	Cu
	Zn


b　アの電気分解では陰極に0.32gの銅が析出した。このとき陽極で発生した気体の物質量は何molか。最も適当な数値を，次の①～⑥のうちから一つ選べ。

①　0.0025
②　0.0050
③　0.010

④　0.025
⑤　0.050
⑥　0.10

【正解】

a‐⑥
b‐①　0.0025

【解説】

a　ア　陽極では，電子e－を放出して電源に送る変化（酸化反応）が起こります。Pt，Au以外の電極の溶出，陰イオンや分子の酸化がこれに当たります。選択肢の中で，陽極になったときに溶出しない金属はPtです。よって，金属AはPtです。

イ　2種類の金属で電池をつくると，放電時に負極から電子e－が放出されます。この電子は，金属の溶出のときに出るものですから，イオンになりやすい金属が負極になると言えます。CuとZnのうち，イオン化傾向が大きいのはZnなので，Znが負極，Cuが正極です。よって，金属BはCuです。
b　電気分解の問題では，各電極での変化を反応式で表すことが重要です。アの電気分解における，陰極と陽極の変化は次のように表すことが出来ます。
　　　陰極　Cu2＋　＋　２e－　→　Cu
　　　陽極　２H2O　→　O2　＋　４H＋　＋　４e－
　陰極では0.32gの銅が析出しました。その物質量は次の式で求められます。
　　　0.32g　÷　64g/mol　＝　0.0050mol
　陰極の反応式より，銅Cuが1mol生成するとき2molの電子e－が流れるので，流れた電子の物質量を求めることが出来ます。
　　　0.0050mol　×　2　＝　0.010mol
　この電子e－は陽極にも流れているので，陽極で発生する酸素O2の物質量を求めることが出来ます。

　　　0.010mol　÷　4　＝　0.0025mol
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必要があれば，原子量および定数は次の値を使うこと。


Cu　64








